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令和元年１１月５日

練馬区立北町西小学校
校長　吉川　文章
体調、くずしていませんか？
校庭の木々も少しずつ色づき始めました。この季節は、暖かい日と寒い日の気温差が大きく体調を崩しやすいときです。子どもたちが頑張って作り上げてきた学芸会もいよいよ今週となりました。
練習してきた成果が十分発揮できますように、体の調子を整えておいてください。
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また、一日の気温差も大きくなるときです。調節しやすい服装をお願いします。
	＜１１月の保健目標＞　　姿勢に気をつけよう


１１月8日「いい歯」の日　よくかむと、いいこといっぱい！[image: image3.jpg]o & O
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１１月１７日（木）秋の歯科健診がありました。５月の歯科健診から約６か月。皆さんの口の中の様子はどうですか？子どもの歯が抜けたり、大人の歯がはえてきたり、口の中の成長にも気づくのではないでしょうか。はえ始め、はえたての歯はまだやわらかく虫歯になりやすいと言われています。毎日のブラッシングで磨き残しのないよう、鏡を見ながらていねいに磨けるといいですね。健診でむし歯や歯垢があった人は、お知らせの用紙を渡しています。早めに治療をお願いします。
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だんだんと冬に近づき、風邪やインフルエンザなどの感染症がはやる季節となりました。日頃から生活リズムが整え体力をつけておくことが大切です。特に保健室で気になるのは「睡眠」です。
高学年になると就寝時刻が１１時、１２時…。中には日付が変わってからというお子さんもいます。睡眠不足だと…朝ご飯が食べられない、やる気が出ない、外遊びができない、夜眠れない…という悪循環にはまりがちです。十分な睡眠がとれるようご家庭でもお声掛けください。
	「化学物質過敏症」とは？
ごくわずかな化学物質により頭痛や吐き気など、心身に様々な症状が現れる状態です。この病気は原因など分かっていないことが多く、誰にでも発症するリスクがあります。
特に「柔軟剤の香り」に関する相談件数が増加傾向にあり、使用した本人だけでなく他人が使用したものの苦情もあります。「柔軟剤」以外に「シャンプー」「芳香剤」「化粧品」でも同様なことが起こる可能性があります。
過度な使用量にならないように、また自分にとっては快適な香りでも不快に感じる・体調を崩す人がいることを認識しておきましょう。

☆香りに対する違和感や症状がある場合は、担任または養護教諭に、遠慮なくお申し出ください。


♡♥保護者の方へ♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥♡♥
○空気が乾燥し湿度が下がると、のどや鼻の奥の粘膜も乾きます。のどの痛みや、外と室内の気温差で咳が出ることがあります。そんなときマスク着用をおすすめします。朝は咳が出ていなくても途中で必要になる子もいます。また、マスクは落としたり汚れたりすることがあります。普段から、マスクは、ランドセルに１～２枚入れておいてください。
○寒くなると「あぶないな！」と思うことがあります。それはポケットに手を入れて歩くこと。両手がポケットに入っていると、背中も丸くなり視野も狭くなりがち。転んでも、とっさに手が出せず頭や顔をケガすることも。登下校中も気をつけられるよう、ご家庭でもお声掛けください。
○間もなく冬到来。朝から体育館に入ったり、廊下に出たりすると寒さで体が震えることもあります。寒いときのお手軽でしかも優れたアイテム…それは「下着」です。
寒さから身を守るために有効な方法の一つが、服と服の間に「層」を作ること。つまり「重ね着」。とは言え、動きやすさなどを考えれば、分厚いコートやダウン、セーターを何枚も重ねるわけにはいきません。寒さを乗り切るためにも「下着」は大切です。
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